
令和４年３月定例会
2022年５月１日発行

第41 号
埼玉県皆野町議会

新給食センター設計予算を可決
令和６年度の稼働に向け P.2

議会構成が変わりました P.5

議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・
２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。パソコンやスマートフォンからご覧
になりたい方は “みなのまち議会だより”で検索してください。

町の考えを問う

３名の議員が一般質問 P.6〜7 地域おこし協力隊主催
 「皆野サンデーラリー」

2022.３.27（日）

クラシックカーが 62台集合したよ！
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第
41
号
（
令
和
４
年
３
月
定
例
会
）

完成から４２年にわたり、

町立幼稚園、小・中学校に

給食を提供してきた

給食センター

  

新
給
食
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）  

   
 　

　
　
　
　
　
の
建
設
推
進                   

     

２
３
３
５
万
６
０
０
０
円 

 

質
疑  

建
設
予
定
地
が
わ
か
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
そ
の
予
定

地
は
土
地
を
購
入
す
る
の
か
、
賃

貸
な
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答
弁  

建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
で
選
定
を
ほ
ぼ

終
え
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
地
権
者
に

接
触
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
具
体
的

な
場
所
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
ま
す
。

　

検
討
に
当
た
っ
て
の
条
件
制
約
は

「
各
学
校
へ
の
配
送
に
便
利
で
あ
る
こ

と
」「
油
脂
を
含
む
排
水
を
大
量
に

流
す
の
で
、
浄
化
槽
で
な
く
公
共
下

水
道
の
区
域
内
で
あ
る
こ
と
」
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
食
品
工

場
の
扱
い
に
な
る
の
で
、
都
市
計
画

の
用
途
地
域
の
中
で
、
住
居
地
域
の

中
に
は
建
設
で
き
ま
せ
ん
。
工
業
系

 

令
和
4
年
度　
一
般
会
計
予
算
（
主
な
質
疑
）

の
地
域
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
含
め
、

総
合
的
に
検
討
し
た
も
の
で
す
。

　

購
入
か
賃
貸
か
に
つ
い
て
も
、
町
の

方
針
や
地
権
者
の
意
向
を
尊
重
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点   

      

２
５
４
万
１
０
０
０
円  

 

質
疑  

ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て

整
備
を
行
う
目
的
な
の
か
。
ま
た
整

備
す
る
場
所
に
つ
い
て
具
体
的
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。

 

答
弁  

児
童
虐
待
の
件
数
が
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
背
景
が
あ

り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
心
身
と
も

に
健
や
か
に
育
成
す
る
よ
う
、
設
置

し
ま
す
。
相
談
室
の
場
所
は
役
場
１

階
南
側
の
健
康
こ
ど
も
課
の
奥
に
あ

り
、
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
が
相
談
し

や
す
い
よ
う
に
改
修
す
る
予
定
で
す
。

第１回定例会は３月９日〜11日開催。令和４年度一般会計予算
など町長提出議案33件を審議、一般質問は３名が登壇しました。

３月
定例会

　
新
給
食
セ
ン
タ
ー
設
計
予
算
を
可
決

令
和
6
年
度
の
稼
働
に
向
け



新
給
食
セ
ン
タ
ー
設
計
予
算
を
可
決

議
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

３
名
が
登
壇　

一
般
質
問

3

令
和
４
年
５
月
１
日
発
行

令和４年度予算の
詳しい内容は
町報４月号（P2-3）を
ご覧ください

早期発見、早期治療のために

健診を受けましょう

フレイルとは　加齢に
伴い、筋力などのから
だの機能や生理的な機
能が低下して心身共に
活力が低下した状態の
こと。多くの高齢者が
この「フレイル」の段階
を経て、要介護状態と
なることから、フレイル
対策をして健康寿命を
伸ばすことが大切と言
われています。

 

住
民
健
診
・
が
ん
検
診            

     

２
２
４
８
万
２
０
０
０
円     

 

質
疑  

住
民
健
診
の
受
診
率
が
低

い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
現
状
は
ど

れ
く
ら
い
で
す
か
。

 

答
弁  

特
定
健
診
の
受
診
率
は
令
和

4
年
3
月
1
日
現
在
27
・
９
％
、
が

ん
検
診
は
１
月
ま
で
の
受
診
者
数
が
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
６
６
９
人
、

肝
炎
検
査
４
人
。
大
腸
が
ん
検
診
６

３
１
人
、
胃
が
ん
検
診
、（
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
１
２
２
人
、
内
視
鏡
検
査
３

８
９
人
）、
子
宮
が
ん
検
診
２
２
８
人
、

乳
が
ん
検
診
、（
超
音
波
16
人
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
３
２
１
人
）、
前
立
腺

が
ん
検
診
２
８
４
人
、
骨
密
度
検
診

42
人
で
す
。

令和4年度予算を可決
一般会計予算 42億8,000万円（前年度比９，１００万円増）

（前年度比９，９４７万円増）

予
特別会計を含めた

算総額
68億４，２５０万円

 

生
活
習
慣
病
と
フ
レ
イ
ル
対
策  

 

の
強
化
・
健
診
受
診
率
の
向
上    

 

減
塩
食
環
境
整
備 

  　
　
　

質
疑  

「
減
塩
に
対
す
る
意
識
の

醸
じ

ょ

う

せ

い成
」
と
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば

味
噌
汁
に
ど
の
程
度
の
塩
分
が
含

ま
れ
て
い
る
の
か
を
測
る
、「
塩
分

測
定
器
」
を
希
望
者
に
配
付
す
る

こ
と
も
考
え
て
は
い
か
が
で
す
か
。

 

答
弁  

減
塩
測
定
器
を
希
望
者
に
配

付
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
減
塩

食
品
に
自
然
に
目
が
向
く
よ
う
な
環

境
整
備
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
今

回
は
減
塩
測
定
器
で
は
な
く
減
塩
食

の
ス
テ
ッ
カ
ー
に
し
ま
し
た
。
今
は

調
味
料
か
ら
塩
分
を
摂
る
方
が
多
く
、

昨
今
、コ
ロ
ナ
の
た
め
に
外
食
を
控
え
、

家
で
食
べ
る
方
が
非
常
に
増
え
て
い

ま
す
。
知
ら
な
い
う
ち
に
塩
分
を
摂
っ

て
し
ま
う
方
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

減
塩
醤
油
、
減
塩
味
噌
、
減
塩
米
菓
、

減
塩
パ
ン
な
ど
が
売
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
売
ら

れ
て
い
る
の
で
、
買
う
方
に
減
塩
商

品
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
す

る
た
め
に
減
塩
ス
テ
ッ
カ
ー
を
考
え

ま
し
た
。

 　
　
　
　
19
万
３
０
０
０
円　
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昨年11月に開催した「みなのフォトフィールディング」には

大人から子どもまで100名以上が参加しました

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊      　

  

 

質
疑  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

委
託
料
の
81
万
円
の
減
額
に
つ
い

て
、
隊
員
１
名
が
年
度
末
で
辞
め

る
よ
う
で
す
が
、
も
う
少
し
先
を
見

て
募
集
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
事
業
は

ど
こ
に
委
託
し
て
い
ま
す
か
。

 

答
弁  

募
集
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
、
人
材
派
遣
会
社
を
通
じ
て

募
集
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
４

年
度
は
募
集
の
必
要
が
な
く
減
額
し

た
も
の
で
す
。

 

質
疑  
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
補

助
金
３
０
０
万
円
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
こ
の
補
助
先
は
ど
こ
で
す
か
。

 

答
弁  

テ
レ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
旅
館

業
者
で
、
ヘ
リ
テ
イ
ジ
美
の
山
、
き

 

令
和
３
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
主
な
質
疑
）

り
し
ま
、
満
願
ビ
レ
ッ
ジ
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
長
瀞
の
４
施
設
へ
の
補

助
金
で
す
。
さ
ら
に
、
宿
泊
プ
ラ
ン

補
助
と
し
て
、
４
施
設
と
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ヒ
ル
ズ
へ
交
付
し
て
い
ま
す
。

 

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
補
助
金      

 

質
疑  

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
補
助
金

は
こ
れ
ま
で
２
回
の
増
額
補
正
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
申
請
が
あ

れ
ば
、
今
後
も
補
助
を
し
て
い
く
の

で
す
か
。

 

答
弁  

町
内
事
業
者
が
パ
ソ
コ
ン

等
を
導
入
す
る
た
め
の
補
助
金
で
す

が
、
令
和
３
年
度
ま
で
の
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
希
望
者
が

多
け
れ
ば
、
次
回
の
中
で
検
討
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

 

み
な
の
フ
ォ
ト
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ   

           

53
万
５
０
０
０
円 

 

質
疑  

み
な
の
フ
ォ
ト
フ
ィ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
の
内
容
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

 

答
弁  

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
皆
野

町
に
住
ん
で
い
る
方
に
、
今
一
度
町

内
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
う
思
い
で
事
業
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

内
容
は
、
徒
歩
ま
た
は
走
っ
て
あ

ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
へ

行
き
、
指
定
さ
れ
た
物
の
写
真
を
撮

り
ま
す
。
こ
れ
が
得
点
の
獲
得
に
な

り
、
そ
の
獲
得
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム

で
す
。
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
遠
い
地

点
で
高
い
得
点
を
獲
得
す
る
か
、
近

い
と
こ
ろ
を
多
く
回
っ
て
得
点
を
稼

ぐ
か
な
ど
は
、
各
チ
ー
ム
の
戦
略
次

第
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
こ
の
ポ
イ

ン
ト
に
は
町
の
文
化
財
や
隠
れ
た

面
白
い
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
、
今
年
は

商
店
に
も
協
賛
し
て
も
ら
い
、
そ
こ

で
買
い
物
を
す
る
と
さ
ら
に
特
別
な

サ
ー
ビ
ス
得
点
も
つ
き
ま
す
の
で
、

商
業
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
始
め
、
令
和
３

年
度
実
施
の
第
２
回
目
で
は
１
０
０

名
を
超
え
る
参
加
者
が
い
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
を
変
え
て
い
き
な
が
ら
町

内
の
良
い
と
こ
ろ
を
歩
い
て
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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令
和
４
年
５
月
１
日
発
行

議
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

３
名
が
登
壇　

一
般
質
問

新
給
食
セ
ン
タ
ー
設
計
予
算
を
可
決

　　　議会構成が変わりました

皆野町議会から国に意見書を提出しました
議員発議

森林環境譲与税の配分比率見直しに関する意見書

森林の所在に合わせた配分を
森林環境譲与税を人口割の配分でなく、真に森林整備を

必要とする小規模市町村へ、国土を守り森林資源を守る

必要がある山間地域の小規模な自治体へ多くの森林環境

譲与税が配分されるよう意見書を提出しました。

 みんなのみなのまちぎかい

　
      

みなのまちぎかいのとりくみ

提出先…内閣総理大臣・財務大臣・農林水産大臣・国土交通大臣・総務大臣

（令和4年3月15日現在）

（欠員2）

（欠員1） （欠員1）

総務教育厚生常任委員会（4名）
総務課・みらい創造課・町民生活
課・健康こども課・福祉課・税務課・
会計課・教育委員会の所管に属す
る事項及び他の委員会の所管に属
さない事項を担当します。

委 員 長  常山知子　

副委員長　新井達男

委　　員　 四方田実・大塚鉄也

産業建設常任委員会（5名）
産業観光課・建設課の所管する事
項を担当します。

委 員 長  林　太平　　　

副委員長　宮前　司

委　　員　内海勝男・大澤金作

　　　　  若林光雄

議会運営委員会（6名）
委 員 長  若林光雄　　　
副委員長　四方田実
委　　員　新井達男・常山知子
　　　　　林　太平・大塚鉄也

皆野・長瀞下水道組合議会議員
新井達男・若林光雄・宮前　司
林　太平

秩父広域市町村圏組合議会議員
四方田実

議　長 大
おお

澤
さわ

金
きん

作
さく

副議長 大
おおつか

塚鉄
て つ や

也

議
員

議
員

議員は必ず常任委員会に所属することになっています。常任委員会

のほか、さまざまな委員会や一部事務組合議会議員も兼任します。

　令和４年３月定例会にて、多
くの議員の皆様から支持を頂
き、議長を拝命いたしました。
　議会の長としての責任を重く
受け止め、『いつまでも住み続
けたい町』『安心・安全に暮ら
せる町』を目指して、またコロ
ナ禍の中で失われがちな絆を見
直し、結び直しながら、誠心誠
意努めてまいります。今後も町
民の皆様のご理解とご協力をお
願い申し上げ、就任のあいさつ
とさせていただきます。

　大澤金作

就任あいさつ

皆野町監査委員　内海勝男

広報常任委員会（6名）
議会だよりの発行に関する事項な
ど広報・広聴を担当します。

委 員 長  新井達男　　　
副委員長　常山知子
委　　員　四方田実・宮前　司
　　　 　 林　太平・大塚鉄也
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第
41
号
（
令
和
４
年
３
月
定
例
会
）

森
林
環
境
譲
与
税
を

使
っ
て
山
林
の
整
備
を

常つ
ね
や
ま山 

知と

も

こ子

質
問

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気

象
が
続
く
中
で
、
災
害
か
ら

地
域
を
守
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が

山
林
の
整
備
で
す
。
そ
の
財
源
と
し

て
森
林
環
境
譲
与
税
が
令
和
元
年
か

ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

町
独
自
の
取
組
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁

（
産
業
観
光
課
長
） 

①
町
道

等
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺
の
森

林
整
備
の
実
施
②
小
規
模
な
森
林
や

里
山
な
ど
の
森
林
整
備
を
実
施
し
た
林

業
経
営
体
に
補
助
金
を
交
付
③
間
伐

材
を
使
っ
た
職
員
用
の
名
札
の
作
成
④

沢
沿
い
の
倒
木
の
撤
去
を
行
い
ま
す
。

質
問

林
業
担
当
者
を
町
で
雇
用
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁

（
産
業
観
光
課
長
）　
重
要
性

は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
現
段

階
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

 

誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る                  

 

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
す
る
た
め
に 

質
問

仮
設
ト
イ
レ
周
辺
に
ト
イ
レ

隠
し
塀
を
設
置
す
る
考
え
と
、

将
来
的
に
通
常
の
ト
イ
レ
を
つ
く
る

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁

（
教
育
次
長
）　
現
在
の
仮
設

ト
イ
レ
の
向
き
を
変
え
、
そ
の

上
で
隠
し
塀
が
必
要
か
検
討
し
ま
す
。

通
常
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
利
用
状

況
を
見
て
考
え
ま
す
。

質
問

利
用
料
金
の
町
民
1
人
３
０

０
円
を
無
料
に
す
る
考
え
は
。

答
弁

（
教
育
次
長
）　
適
正
な
も
の

と
考
え
、
無
料
に
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
一
般
の
人
や
町
外
か
ら
の
人
が

思
い
立
っ
た
と
き
に
気
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
改
善
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
弁

（
教
育
次
長
）　
教
育
委
員
会

へ
の
申
し
込
み
の
た
め
、
利
用

が
不
便
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

す
。
よ
い
施
設
に
し
て
い
く
た
め
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町の考えを問う！ 一般質問
一般質問とは、皆野町の課題等について、
議員が自身の政策提案も含めて町に考えを質

ただ

すものです。
この議会だよりでは、質問者本人が要約したものを掲載しています。

全文は議会ＨＰ
で閲覧できます

３名が登壇

人 事  
農業委員会委員の任命
新任 峯岸       栄氏 （大字下田野）

再任 四方田順造氏  （大字金沢）

再任 浅見寿太郎氏  （大字国神）

人権擁護委員の推薦
新任 山口しのぶ氏  （大字皆野）

再任 大濵   英一氏  （大字皆野）

再任 髙橋   健一氏  （大字下日野沢）

新任 四方田克己氏 （大字皆野）

再任 新井   義虎氏  （大字金沢）

再任 横田   和子氏  （大字国神）
再任 小池   幹夫氏  （大字大渕）

再任 野澤   辰雄氏  （大字三沢）
再任 葦原   義人氏  （大字三沢）
再任 長島   德治氏  （大字三沢）

再任 齊藤三惠子氏  （大字皆野）

皆野町議会議員の辞職について
令和４年３月中に、３名の議員が議員を辞職しました。３月

定例会開催中に辞職したのは小杉修一氏、大澤径子氏の２名

です。議長に辞職願を提出し、議場内満場一致で許可されま

した。

また、定例会終了後(閉会中)に議長に辞職願を提出し、林

豊氏が辞職しました。

議員３名が辞職したことにより、議員定数の６分の１以上の

欠員に該当したため、（皆野町の定数は12名）町長選挙と同

時の町議会議員補欠選挙が行われました。

新任 武内   　　氏  （大字上日野沢）

辞職者名 辞職年月日

小杉修一氏（大字皆野） 令和４年３月  ９日付（定例会初日）

大澤径子氏（大字皆野） 令和４年３月11日付（定例会最終日）

林　　豊氏（大字皆野） 令和４年３月15日付
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令
和
４
年
５
月
１
日
発
行

議
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

３
名
が
登
壇　

一
般
質
問

新
給
食
セ
ン
タ
ー
設
計
予
算
を
可
決

大
塚
古
墳
に

観
光
ト
イ
レ
の
設
置
を

林は
や
し　

太た

へ

い平

質
問

大
塚
古
墳
の
遊
具
の
あ
る
公

園
は
、
子
ど
も
や
親
子
連
れ

が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
方
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
や
健
康
散
歩

の
コ
ー
ス
と
し
て
、
さ
ら
に
は
古
墳
の

見
学
に
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
観
光
ト
イ
レ
の
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

（
副
町
長
）　
こ
の
大
塚
古
墳

は
古
く
か
ら
「
で
い
て
ん
ば
く
」

と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
崇あ

が

め
ら
れ
て
い

ま
す
。
南
側
の
公
園
に
は
、
子
ど
も

達
が
遊
ぶ
遊
園
地
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
が

楽
し
め
る
運
動
場
が
あ
り
、
秩
父
地

域
有
数
の
規
模
で
見
学
者
も
多
く
訪

れ
て
い
ま
す
。
散
歩
コ
ー
ス
で
も
あ
り
、

毎
日
ラ
ジ
オ
体
操
す
る
団
ら
ん
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。

　

遊
び
と
健
康
増
進
の
場
、
史
跡
探

訪
の
場
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で

あ
り
、
観
光
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
要

件
は
充
分
満
た
し
て
い
ま
す
。

 

「
よ
う
こ
そ
皆
野
町
へ
」の      

  

観
光
案
内
看
板
は            

質
問

案
内
看
板
を
見
る
と
、
現
在

は
存
在
し
な
い
場
所
が
そ
の

ま
ま
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
運

動
公
園
と
役
場
の
看
板
も
同
様
で
す
。

案
内
看
板
は
設
置
後
何
年
位
経
っ
て

い
る
の
か
、
定
期
的
に
現
場
確
認
し

て
い
る
の
か
、
今
後
の
対
応
を
お
伺

い
し
ま
す
。

答
弁

（
産
業
観
光
課
長
）　
看
板
の

大
き
さ
は
異
な
り
ま
す
が
、
町

内
12
か
所
に
設
置
し
て
お
り
、
設
置

後
の
経
過
年
数
は
、
３
年
〜
９
年
程

度
で
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
現
在
で
は
存

在
し
な
い
場
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
定
期

的
に
記
載
内
容
の
確
認
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

内う
ち
か
い海 

勝か

つ

お男

質
問

今
回
は
三
沢
地
区
内
の
小
規

模
水
道
組
合
で
あ
る
「
三
沢

第
８
区
共
同
水
道
組
合
」
の
「
公
営

水
道
整
備
」
に
絞
っ
て
質
問
し
ま
す
。

　

こ
の
「
共
同
水
道
組
合
」
は
、
地

域
の
約
20
数
軒
で
運
営
し
地
区
住
民

の
上
水
道
の
維
持
・
管
理
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
区
域
内
に
は

町
内
で
も
有
数
な
企
業
が
あ
り
、
そ

の
上
水
も
賄

ま
か
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

し
て
現
在
、
こ
の
区
域
内
で
皆
野
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
よ
る
「
キ
ャ

ン
プ
場
の
整
備
計
画
」
が
浮
上
し
、

上
水
道
の
確
保
も
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
区
域
は
、
十
数

年
前
、公
営
水
道
の
「
給
水
区
域
認
可
」

も
さ
れ
て
お
り
、
既
存
の
公
営
水
道

施
設
で
も
給
水
可
能
な
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
続

く
中
に
あ
っ
て
も
、
安
全
な
水
を
安

定
供
給
し
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

維
持
・
存
続
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も

「
公
営
水
道
の
整
備
」
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
考
え
で
す
か
。

答
弁

（
町
長
）　
こ
の
水
道
組
合
を

含
め
て
町
内
に
は
12
地
区
で
の

「
小
規
模
水
道
組
合
」
が
あ
り
、
町
と

し
て
も
「
小
規
模
水
道
施
設
補
助
金

要
綱
」
に
基
づ
き
、
小
規
模
水
道
組

合
の
維
持
・
管
理
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
共
同
水
道
組
合
」
に
お
い
て
、

組
合
員
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
「
町

の
助
成
制
度
で
も
維
持
・
管
理
が
で

き
な
い
」「
組
合
員
全
員
が
広
域
水
道

へ
の
加
入
希
望
が
あ
る
」
な
ど
の
要
望

書
が
出
さ
れ
た
場
合
、
広
域
市
町
村

圏
組
合
と
協
議
す
る
考
え
で
す
。

【
要
望
】
三
沢
地
区
か
ら
の
「
上
水
道

整
備
に
つ
い
て
」
の
請
願
が
採
択
さ

れ
て
14
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
要
望
書
」
を
待
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
行
政
側
と
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
も
ら
い
た
い
。

公
営
水
道
整
備

要
望
書
が
出
れ
ば
協
議
し
た
い

 みんなのみなのまちぎかい　
      
みなのまちぎかいのとりくみ

効率的な議会運営のため、一般質問は議員があらかじめ質問項目と内容を通告した上で行われます。
質問の順番は届け出順となっており、1 人あたりの持ち時間は皆野町議会の場合、「質問答弁あわせて60 分」です。
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委 員 長 新井達男 　

副委員長 常山知子
委　　員 四方田実
　　    宮前　司
　　    林　太平
　　　　大塚鉄也 皆 野 町 議 会

武力で平和は
　　　  創れない
他国を武力で攻撃し
侵攻する行為は絶対許せません。犠牲に
なっているのは多くの国民です。ロシア
が直ちに停戦し、ウクライナからの撤退
と平和的解決を強く求めたい。ウクライ
ナ危機に便乗した国内での「米国の核兵
器共有」論ではなく、国連の核兵器禁
止条約に批准すべきです。（内海  3/22 記）

　

町

長

提

出

議

案

発議

次の定例会は
６月中旬頃
　の予定です

本会議の会議録を
議会ＨＰで公開中

２月９日(水)全員協議会…諸報告として ①秩父地域し尿処理広域
化事業の内容 ②令和４年度第１回定例会管理者提出議案の概要 ③
令和３年度火災・救急・救助統計 ④水道事業に係る埼玉県への要望
など４件の報告がありました。
2月16日（水）第１回定例会…定例会では一般質問２名、管理者提出
議案５件で、令和３年度一般会計、水道事業会計の補正予算、令和４
年度一般会計、水道事業会計予算、また埼玉県市町村事務組合の規約
変更で提出された議案が原案のとおり認定・可決されました。　（四方田）

［報告］秩父広域市町村圏組合議会

秩父広域市町村圏組合とは
複数の自治体（秩父市・横瀬町・皆野町・長瀞町・
小鹿野町の１市４町）が協力し、広域行政の実施機関として
発足。区域を越えた行政需要に対応するため、現在は住民
生活に欠かせない１０の事務事業 (ごみの収集と処理、結核
予防、斎場業務、消防業務、救急医療、循環器検査、介護
認定、障害者支援、知事の権限委譲事務（火薬類取り締まり等）、
水道事業の経営 )を共同で処理しています。

 みんなの
　みなのまちぎかい

　
      

みなのまちぎかいのとりくみ

gikai@town.minano.saitama.jp

Fax 0494-62-2791

議会だよりに対するご意見をお寄せください

（議会事務局宛）

※公開には一定の
　期間を要します。
　ご了承ください。

令和４年第１回定例会（3／9〜11）で

審議された議案と議員の賛否（○：賛成 ×：反対）
結果

大
塚
鉄
也

林　

太
平

　

欠
員 

※
１

宮
前　

司

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

林   

豊 

※
２

大
澤
径
子
※
２

四
方
田
実

内
海
勝
男

大
澤
金
作

議員の辞職について（小杉修一氏） 許可 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

町長等の給与に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町一般職員の給与に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ー

第５次皆野町総合振興計画基本構想の一部変更について 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ー

令和４年度皆野町一般会計予算 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和４年度皆野町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和４年度皆野町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和４年度皆野町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和３年度皆野町一般会計補正予算(第８号) 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和３年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和３年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和３年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野・長瀞下水道組合規約の変更について 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認（令和３年度皆野町一般会計補正予算（第６号）） 承認 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認（令和３年度皆野町一般会計補正予算（第７号）） 承認 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

人権擁護委員候補者の推薦 同意 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

農業委員会の委員の任命（14名） 同意 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

森林環境譲与税の配分比率見直しに関する意見書について 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議員の辞職について（大澤径子氏） 許可 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ー

議
長
は
採
決
に
は
参
加
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

※１）小杉修一氏 ３／９付け議案審議前に辞職　※２）大澤径子氏3／11付で辞職、林豊氏３／１５付で辞職（議決時には在職）


